
この度は当商品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用前に、この取扱・組立説明書を最後までお読みのうえ、正しい使い方で末永くご愛用ください。
なお、この説明書はいつまでもご覧いただけるように大切に保管いただきますようお願い申し上げます。

材質：スチール /パーチクルボード
表面加工：粉体塗装 /メラミン化粧板
原産国：中国

PPWAT　組立説明書 幅約600x奥行約350x高さ約2000-2600mm

1 ページ● 組立ての際は、お部屋の壁、床への破損、また、部品等で
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●汚れをおとす際は、薄めた中性洗剤で拭いた後、固く絞った布等で完全に洗剤分を拭きとってください。
水分等が残りますと後が残るおそれがあります。
アルコール、ベンジン、漂白剤、みがき粉等は使用しないでください。

●ネジ類は、その取付けが確実かどうか、定期的に点検してください。

点検・お手入れについて

●熱いものを長時間のせないでください。
●ぬれた場合はすぐ拭き取ってください。
●火気や暖房器具のそばでは使用しないでください。
火災や、やけど、製品の変形のおそれがあります。
●必ず水平で安定した場所に設置してください。
●乗る、ゆするなどの無理な力をかけないでください。
●移動する際は、のせてあるものをすべて下ろしてく
ださい。
●フローリングの床など傷つきやすい床面での使用は、
床のキズ、へこみなどの原因となりますので十分ご
注意ください。 

●使用しているうちにネジにゆるみが発生し、ぐらつ
くことがありますので定期的に締め直してください。
●柔らかい素材のため、硬いものや尖ったものが当たる
とキズ・へこみの原因となりますのでご注意ください。
●腐食やカビ・変形・変色の原因となりますので、以
下のことにご注意ください。
・直射日光の当たる場所や、高温多湿になる場所に長
時間置かないでください。 
・水分、油、洗剤などが付着した場合は、素早く拭き取っ
てください。 
・シール、テープなどを貼らないでください。

●接着剤に含まれる有機溶剤(ホルムアルデヒド)が
残っていることがあります。においが気になる時は、
換気をよくしてご使用ください。 

●天災などの不可抗力や、不当な修理・改造による事故・
破損に対する補償は致しかねます。 

●製品および梱包材を廃棄される際は、お住まいの自
治体の取り決めに基づいた処理をお願いします。

誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり、
物的損害の発生が想定される内容を示しています。使用上の注意

用途:室内用家具 用途以外の目的には使用しないでください。

組み立て前に必ずよくお読みください。

●組み立て時の注意

●ご準備いただくもの

・必ず説明書の順番通りに組み立ててください。順番を変えると、商品が破損したり使用できない場合があります。

・テレビの取付け部分はVESA規格に基づき、M4・M6・M8のネジを付属しておりますが、
　一部のテレビにつきましては、ネジが合わない場合がございます。
　（その際はご使用のテレビに合ったネジのご用意をお願いいたします）

・安全に組み立てるために2人以上で作業を行ってください。

・組み立ては平らな場所で、床などに傷がつかないように、ダンボールや柔らかい布等を敷いて行ってください。

・部品は正確に取り付けてください。

・はさみ、またはカッターナイフ、プラスドライバー
・少し大きめのダンボール、またはやわらかい布（タオルや布団等）

株式会社ホームテイスト



取り付け可能

【対応サイズ】

3 2～6 0インチ
【テレビ重量】

4 0 k g以下

〇〇 〇
取り付け不可

〇壁掛け用のネジ穴が4つあり、穴の間隔が下記A、Bの条件を満たしている

×ネジ穴が4点ない ×テレビの脚(スタンド)が取り外せない

×本体からネジ穴までの距離が異なる

×ネジ穴が本体の奥まったところにある

×ネジ穴の間、または下側にでっぱりがある

A→10・20・30・4 0 cmのいずれかに該当

B→10～40 cmの範囲以内

A

A

BB

×厚さ3cm以上の
でっぱり

〇背面スピーカーの厚さが
　3cm以下

厚さ3cm以内

ネジ穴

〇液晶画面からネジ穴までの
　距離が4点同じ

ネジ穴

凸部にネジ穴が
あるタイプ

背面が平らな
タイプ

ネジ穴

×ネジ穴が本体の
少し奥にある×ネジ穴

ネジ穴×でっぱり

テレビ台を組み立てる前に、テレビの仕様がテレビ台の仕様と
▼　合っているかどうかの確認をお願い致します　▼
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部品一覧 ● 数量を確認しましょう。　 付属部品一覧 ● 数量を確認しましょう。

①突っ張りポール×2 ②フレーム上部×1 ③フレーム下部×1 ④ラック板×2

⑤底板×１ ⑥可動棚 A×2 ⑦可動棚 B×2 ⑧棚受け金具A×4

⑨棚受け金具 B×4 ⑩テレビ用ブラケットA
　　　　　　　　×１

⑪テレビ用ブラケットB
　　　　　　　　×１

⑫テレビ用ブラケットC
　　　　　　　　×１

A. ネジ×10（予備１）

M6x12 M6x30 M8x50M6x25

16xd8 M8M6

M4x10 M6x10

M8x10

B. ネジ×4 C. ネジ×4 D. ネジ×2

E.ワッシャー×6（予備１） F. 袋ナット（小）×4 G. 袋ナット（大）×２ H. 調整のぶ×2

I. 固定のぶ×8（予備１） J.M４専用ワッシャー×4
　　　　　　　　　　　　　　　　

K.M4×10ネジ×4 L.M６×10ネジ×4

M.M８×10ネジ×4 N.傷防止シート×6（予備１） O. スパナ（小）×1 P. スパナ（大）×1

Q. 六角レンチ（小）×1 R. 六角レンチ（中）×1 S. 六角レンチ（大）×1
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  ステップ  1   ステップ  2
使用金具

  ステップ  3
使用金具

使用金具

  ステップ  4
使用金具

※こちらのネジは棚受け金具に
　ついております。取り付ける
　際はネジを緩めてからポール
　に差し込み、その後ネジを
　再度締めて固定してください。
　

A A

A

H

D B

E

G

②

①

⑤

⑧×4
⑨×4

③

④

④

B. ネジ

E.ワッシャー

G. 袋ナット（大）

H. 調整のぶ

P. スパナ（大）

N. 傷防止シート

×２

×２

×２

×２

×   6

×２

R. 六角レンチ（中）
R. 六角レンチ（中）

R. 六角レンチ（中）

A. ネジ

×8

×4

A. ネジ

D. ネジ

M6x12

M8x50
M6x25

M8

M6x12

②フレーム上部と③フレーム下部を、フレームの向きに注意して
R.六角レンチで、A.ネジを取り付けます。

反対側にして①突っ張りポールをフレーム上部に差し込み、H調節のぶ
で軽く締めておきます。

床の傷を防ぐためN.傷防止シートを⑤底板に貼ります。
本体フレームと⑤底板を図のように、S.六角レンチ(大)で、裏側から
D.ネジを取り付けます。その際に図のようにＥ.ワッシャーとＧ.袋ナット（大）
も使用します。

ステップ3で差し込んだフレームを、B.ネジとＲ.六角レンチ（中）で
固定します。
⑧⑨棚受け金具A,Bをお好きな高さに差し込みます。

ステップ１で組立てたフレームに④ラック板を取り付けます。
R.六角レンチで、A.ネジを図のように８か所取り付けます。

床の傷を防止するため
シート貼っておきましょう

16xd8

S. 六角レンチ（大）
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  ステップ  5
使用金具

ステップ  7
使用金具

  ステップ  6
使用金具

 ステップ  8
使用金具

 

I
I
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本
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⑥

⑥

⑦

⑦

⑩

「K」もしくは「L」
もしくは「M」 ⑪ ⑫

「K」を
使用する
場合のみ
専用ワッシャー
を取り付ける

「K」を
使用する
場合のみ
専用ワッシャー
を取り付ける

【ご注意】
テレビメーカーによりますが
締めすぎにご注意ください。

「Q」もしくは「R」
もしくは「S」

M6x30

C. ネジ

16xd8

E.ワッシャー

M6

F. 袋ナット（小）

O. スパナ（小）

R. 六角レンチ（中）

Q. 六角レンチ（小）

R. 六角レンチ（中）

S. 六角レンチ（大）

I. 固定のぶ

×8

×4

×4

×4

×4

×4

×4

×4

M4x10

J.M４専用ワッシャー

K.M4×10ネジ

M6x10

M8x10

L.M６×10ネジ

M.M８×10ネジ

もしくは

もしくは

⑩テレビ用ブラケットAをお好きな高さでフレームに取り付けます。
C.ネジとＥ.ワッシャーを正面から差し込み
裏はＦ.袋ナット（小）をO.スパナ（小）で固定しながら
Ｒ.六角レンチ（中）で締めます。

⑪⑫テレビ用ブラケットB,Cを取り付けたテレビを、テレビ台中央に設置します。
※テレビの設置は必ず大人二名以上で行ってください。
テレビを設置後に、⑪⑫テレビ用ブラケットB,Cのネジをプラスドライバーで締め
テレビ台に固定し完成です。

⑥可動棚Ａを上部２段に⑦可動棚Ｂを下部２段にＩ固定のぶを使って
固定します。

OスパナでFナットを固定して、
LレンチでCネジを締めてください。

テレビの裏面に⑪⑫テレビ用ブラケットB,Cを、K.M4×10ネジとJ.M4ネジ専用ワッシャー
もしくはL.M6×10ネジか、M.M8×10ネジと六角レンチを使用して取り付けます。
※テレビによって「Kネジ＋専用ワッシャー」か「Lネジ」か「Mネジ」の取り付けるネジが異なります。
※KネジはQ.六角レンチ(小)、L.ネジはR.六角レンチ(中)、MネジはS.六角レンチ(大)を使用します。　

※ネジのK、L、Mのご使用につきましては、テレビ本体の仕様に
　よって異なりますので、テレビに合うネジをご使用ください。
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  耐荷重に関しまして完成

突っ張り固定方法

転倒や破損の原因になりますので耐荷重を超える重量を乗せないようにご注意ください。
また、一点集中や偏りは避けてご使用ください。
底板耐荷重、下部棚板耐荷重、上部棚板耐荷重に関しては、下記の通りです。

始めにレバーを時計回りに回しきり、バネが完全に
伸びている状態にして下さい。次に調整ノブを
ゆるめて、突っ張りポールを伸ばし天井に
押し当ててから調整ノブを固定します。

次にレバーを反時計回りに回して
天平とポールを固定します。

上部棚板耐荷重
一段につき
約1.5kg
下部棚板耐荷重
一段につき
約5kg
底板耐荷重
約10kg

天井

反時計回り
固く締める

レバーを回し固く締め
バネが縮んでいる
状態にして下さい

天井

時計回り
ゆるめる

突っ張り

レバー

バネ

突っ張りポール

調整ノブ

伸ばす

バネが伸びている
状態にして下さい
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